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研究成果の概要（和文）：本研究では，顔そのもの及び視線による注意捕捉と観察者の構えの関連について検証
した。顔は注意を捕捉するといわれてきたが，従来の研究は顔と構えとの交絡があった。そこで本研究では観察
者の構えと顔刺激を非関連にしてもなお，顔は注意を捕捉するか検証した。実験の結果，周辺に呈示された顔刺
激は知覚負荷の高低に関わらず注意を捕捉した。倒立顔刺激を用いたり，生体にとって意味のある画像を用いた
が，妨害刺激の干渉効果は生じなかった。また時間の構えも統制しても，知覚負荷の高低に関わらず顔特有の注
意捕捉が生じた。したがって，顔刺激は観察者の構えにかかわらず，知覚負荷が高くても刺激駆動的に注意を捕
捉することが示唆さた。

研究成果の概要（英文）：The present study examined whether human face and gaze distractors captured 
attention when the faces were entirely irrelevant to the task. Participants identified a target 
letter among non-target letters. In 20% of the trials, a face or a control image appeared. No 
distractor was presented in the remaining trials. Perceptual load was manipulated by varying the 
type of non-target letters. Although load theory predicts no or reduced attentional capture, the 
reaction times for target search were delayed in trials with a face distractor compared with those 
with a control image. This result suggests that attentional capture by an entirely task-irrelevant 
distractor occurred regardless of perceptual load. Moreover, face-specific attentional capture 
occurred even when the distractor did not share the temporal component of abrupt onset with the 
search array. These results extend the notion that faces are exceptions to load theory when faces 
and search items share no common display features.

研究分野：認知心理学
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１．研究開始当初の背景
直感に反して，顔が注意を捕捉するか否かに
ついては必ずしも従来の研究では一貫した結
果が得られていない。最新の視覚的注意の計
算モデル
2014)
ばやく見つけられるか否かは一義には決めら
れないとされている。既知人物，正立顔，実
画像，線画を対象にしたレビュー
al., 2011; Frischen et al., 2008)
あった。
 
２．研究の目的
(1) 顔の単純存在効果と
産業界では“顔は注意を引きつける”と信じ
られており，広告やパッケージングデザイン
業界では顔や目の画像が多用される。実際に
は，この素朴心理学的な水準を超えて，顔や
目は注意を捕捉するだろうか。もしそうなら
ば，引きつけられた注意はその後の行動にど
う影響するだろうか。本研究は，観察事態を
特定したとき，顔・視線による注意捕捉効果
といえる単純存在効果
とした。具体的には，顔・視線による注意捕
捉研究のメタ分析を基に主たる要因を特定
し，捕捉効果の推定モデルを構築した上で
証実験を行った
 
(2) 視線・矢印刺激の数の影響
 これまで実験室で実施されてきた顔・視線
による注意捕捉研究は，
が呈示され，各種要因
呈示時間，顔の特性
ど) が注意捕捉量に及ぼす影響が検討されて
きた。しかしながら，現実の顔を用いた広告
で，顔画像が
く，通常は複数の顔画像が同時に提示される
ことが多い。驚くことに，これまでの顔・視
線による注意捕捉研究で，顔や視線の数が注
意捕捉量に及ぼす影響は検討されてこなかっ
た。そこで
意捕捉量が変化するかを調べた。さらに，矢
印の数によっても注意捕捉量が変化するかを
調べた。それらの結果の比較を通じて，視線
のような社会的刺激特有の効果が存在するか
もあわせて調べた。
 
３．研究の方法
(1) 顔の単純存在効果と構えの影響
被験者
名，実験
 
刺激 
枚，実験
れた食べ物の画像
像は，大学卒業アルバムから抽出された

式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）

１．研究開始当初の背景
直感に反して，顔が注意を捕捉するか否かに
ついては必ずしも従来の研究では一貫した結
果が得られていない。最新の視覚的注意の計
算モデル(Guided Search Model; Wolfe, 
2014)でも，顔が複数の視覚物体の中からす
ばやく見つけられるか否かは一義には決めら
れないとされている。既知人物，正立顔，実
画像，線画を対象にしたレビュー
al., 2011; Frischen et al., 2008)
あった。 

２．研究の目的 
顔の単純存在効果と
産業界では“顔は注意を引きつける”と信じ
られており，広告やパッケージングデザイン
業界では顔や目の画像が多用される。実際に
は，この素朴心理学的な水準を超えて，顔や
目は注意を捕捉するだろうか。もしそうなら
ば，引きつけられた注意はその後の行動にど
う影響するだろうか。本研究は，観察事態を
特定したとき，顔・視線による注意捕捉効果
といえる単純存在効果
とした。具体的には，顔・視線による注意捕
捉研究のメタ分析を基に主たる要因を特定
し，捕捉効果の推定モデルを構築した上で
証実験を行った。

視線・矢印刺激の数の影響
これまで実験室で実施されてきた顔・視線
による注意捕捉研究は，
が呈示され，各種要因
呈示時間，顔の特性
が注意捕捉量に及ぼす影響が検討されて
きた。しかしながら，現実の顔を用いた広告
で，顔画像が 1つだけ呈示されることは少な
く，通常は複数の顔画像が同時に提示される
ことが多い。驚くことに，これまでの顔・視
線による注意捕捉研究で，顔や視線の数が注
意捕捉量に及ぼす影響は検討されてこなかっ
そこで本研究では，視線の数によって注
意捕捉量が変化するかを調べた。さらに，矢
印の数によっても注意捕捉量が変化するかを
調べた。それらの結果の比較を通じて，視線
のような社会的刺激特有の効果が存在するか
もあわせて調べた。

３．研究の方法 
顔の単純存在効果と構えの影響
被験者 実験 1，
名，実験 4は 16
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枚，実験 3では
れた食べ物の画像
像は，大学卒業アルバムから抽出された
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１．研究開始当初の背景 
直感に反して，顔が注意を捕捉するか否かに
ついては必ずしも従来の研究では一貫した結
果が得られていない。最新の視覚的注意の計

(Guided Search Model; Wolfe, 
でも，顔が複数の視覚物体の中からす

ばやく見つけられるか否かは一義には決めら
れないとされている。既知人物，正立顔，実
画像，線画を対象にしたレビュー
al., 2011; Frischen et al., 2008)

 
顔の単純存在効果と構えの影響
産業界では“顔は注意を引きつける”と信じ
られており，広告やパッケージングデザイン
業界では顔や目の画像が多用される。実際に
は，この素朴心理学的な水準を超えて，顔や
目は注意を捕捉するだろうか。もしそうなら
ば，引きつけられた注意はその後の行動にど
う影響するだろうか。本研究は，観察事態を
特定したとき，顔・視線による注意捕捉効果
といえる単純存在効果を測定
とした。具体的には，顔・視線による注意捕
捉研究のメタ分析を基に主たる要因を特定
し，捕捉効果の推定モデルを構築した上で

。 

視線・矢印刺激の数の影響
これまで実験室で実施されてきた顔・視線
による注意捕捉研究は，1つ(1
が呈示され，各種要因 (顔の呈示位置，顔の
呈示時間，顔の特性 (例えば性別や魅力
が注意捕捉量に及ぼす影響が検討されて
きた。しかしながら，現実の顔を用いた広告

つだけ呈示されることは少な
く，通常は複数の顔画像が同時に提示される
ことが多い。驚くことに，これまでの顔・視
線による注意捕捉研究で，顔や視線の数が注
意捕捉量に及ぼす影響は検討されてこなかっ

本研究では，視線の数によって注
意捕捉量が変化するかを調べた。さらに，矢
印の数によっても注意捕捉量が変化するかを
調べた。それらの結果の比較を通じて，視線
のような社会的刺激特有の効果が存在するか
もあわせて調べた。 

 
顔の単純存在効果と構えの影響

，2は 27 名，実験
16 名が実験に参加した。

1, 2, 4 では女性の顔画像
では web 検索で収集した調理さ

れた食べ物の画像 80 枚を使用した。顔画
像は，大学卒業アルバムから抽出された
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直感に反して，顔が注意を捕捉するか否かに
ついては必ずしも従来の研究では一貫した結
果が得られていない。最新の視覚的注意の計

(Guided Search Model; Wolfe, 
でも，顔が複数の視覚物体の中からす

ばやく見つけられるか否かは一義には決めら
れないとされている。既知人物，正立顔，実
画像，線画を対象にしたレビュー(Becker et 
al., 2011; Frischen et al., 2008)でも同様で

構えの影響 
産業界では“顔は注意を引きつける”と信じ
られており，広告やパッケージングデザイン
業界では顔や目の画像が多用される。実際に
は，この素朴心理学的な水準を超えて，顔や
目は注意を捕捉するだろうか。もしそうなら
ば，引きつけられた注意はその後の行動にど
う影響するだろうか。本研究は，観察事態を
特定したとき，顔・視線による注意捕捉効果

測定することを目的
とした。具体的には，顔・視線による注意捕
捉研究のメタ分析を基に主たる要因を特定
し，捕捉効果の推定モデルを構築した上で

視線・矢印刺激の数の影響 
これまで実験室で実施されてきた顔・視線

(1人)の顔画像
顔の呈示位置，顔の
例えば性別や魅力)な

が注意捕捉量に及ぼす影響が検討されて
きた。しかしながら，現実の顔を用いた広告

つだけ呈示されることは少な
く，通常は複数の顔画像が同時に提示される
ことが多い。驚くことに，これまでの顔・視
線による注意捕捉研究で，顔や視線の数が注
意捕捉量に及ぼす影響は検討されてこなかっ

本研究では，視線の数によって注
意捕捉量が変化するかを調べた。さらに，矢
印の数によっても注意捕捉量が変化するかを
調べた。それらの結果の比較を通じて，視線
のような社会的刺激特有の効果が存在するか
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直感に反して，顔が注意を捕捉するか否かに
ついては必ずしも従来の研究では一貫した結
果が得られていない。最新の視覚的注意の計

でも，顔が複数の視覚物体の中からす
ばやく見つけられるか否かは一義には決めら
れないとされている。既知人物，正立顔，実

(Becker et 
でも同様で

産業界では“顔は注意を引きつける”と信じ
られており，広告やパッケージングデザイン
業界では顔や目の画像が多用される。実際に
は，この素朴心理学的な水準を超えて，顔や
目は注意を捕捉するだろうか。もしそうなら
ば，引きつけられた注意はその後の行動にど
う影響するだろうか。本研究は，観察事態を
特定したとき，顔・視線による注意捕捉効果

ることを目的
とした。具体的には，顔・視線による注意捕
捉研究のメタ分析を基に主たる要因を特定
し，捕捉効果の推定モデルを構築した上で検

これまで実験室で実施されてきた顔・視線
の顔画像

顔の呈示位置，顔の
な

が注意捕捉量に及ぼす影響が検討されて
きた。しかしながら，現実の顔を用いた広告

つだけ呈示されることは少な
く，通常は複数の顔画像が同時に提示される
ことが多い。驚くことに，これまでの顔・視
線による注意捕捉研究で，顔や視線の数が注
意捕捉量に及ぼす影響は検討されてこなかっ

本研究では，視線の数によって注
意捕捉量が変化するかを調べた。さらに，矢
印の数によっても注意捕捉量が変化するかを
調べた。それらの結果の比較を通じて，視線
のような社会的刺激特有の効果が存在するか

23
名が実験に参加した。 

80
検索で収集した調理さ
枚を使用した。顔画

像は，大学卒業アルバムから抽出された

1932
魅力度評定をさせ，その魅力評価上位
名の女性の画像を用いた。食べ物画像はウ
ェブ検索で収集した。顔，食べ物ともに元
の画像のフーリエ位相成分をシャッフルし
てから逆変換したものを統制画像として使
用した。
手続き
除いて手続きは同じであった。凝視点に続
いてアルファベット文字を
100ms
の画面と同時に呈示された。被験者が
字の中にあったのが
で判断する時間を測定した。実験
まず凝視点を中心とした円周上にアルファ
ベットを複数重ねた図形
500ms
つのアルファベットが残った。この消失と
同時に妨害刺激が出現した。標的と回答方
法は実験
 また知覚負荷
では非標的はすべて”
は 5
の中から無作為に置き換えた。それぞれの
条件はブロック毎に実施した。
 全ての実験は
害刺激なし
2要因被験者内デザインとした。実験
では妨害刺激は標的と同時に出現したが，
実験
激が出現した。
 
(2) 
被験者
あった。そのうち男性は
34 名であった。平均年齢は
った。全参加者は実験の目的を知らずに参
加した。
装置・刺激
トップ
レイに呈示した。視線刺激として，
database
(Thomaz, 2012)
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1932 名をこの実験とは関係ない被験者に
魅力度評定をさせ，その魅力評価上位
名の女性の画像を用いた。食べ物画像はウ
ェブ検索で収集した。顔，食べ物ともに元
の画像のフーリエ位相成分をシャッフルし
てから逆変換したものを統制画像として使
用した。 
手続き 実験 1
除いて手続きは同じであった。凝視点に続
いてアルファベット文字を
100ms 呈示した
の画面と同時に呈示された。被験者が
字の中にあったのが
で判断する時間を測定した。実験
まず凝視点を中心とした円周上にアルファ
ベットを複数重ねた図形
500ms 後に重なりが取れて各箇所
つのアルファベットが残った。この消失と
同時に妨害刺激が出現した。標的と回答方
法は実験 1-3 と同様であった。なお，
また知覚負荷
では非標的はすべて”
5つの内 2つの非標的を
の中から無作為に置き換えた。それぞれの
条件はブロック毎に実施した。
全ての実験は
害刺激なし/顔
要因被験者内デザインとした。実験
では妨害刺激は標的と同時に出現したが，
実験 4では先行図形の消失とともに妨害刺
激が出現した。

 視線刺激の数の影響
被験者 実験の被験者は
あった。そのうち男性は
名であった。平均年齢は
った。全参加者は実験の目的を知らずに参
加した。 
装置・刺激 刺激制御・反応取得はデスク
トップ PC で行った。刺激は液晶ディスプ
レイに呈示した。視線刺激として，
database の男性
(Thomaz, 2012)

1 実験 1-3 で用いた刺激。
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名をこの実験とは関係ない被験者に
魅力度評定をさせ，その魅力評価上位
名の女性の画像を用いた。食べ物画像はウ
ェブ検索で収集した。顔，食べ物ともに元
の画像のフーリエ位相成分をシャッフルし
てから逆変換したものを統制画像として使

1-3 は妨害刺激画像の種類を
除いて手続きは同じであった。凝視点に続
いてアルファベット文字を
呈示した(図 1)。妨害刺激画像はこ

の画面と同時に呈示された。被験者が
字の中にあったのが Nか X
で判断する時間を測定した。実験
まず凝視点を中心とした円周上にアルファ
ベットを複数重ねた図形が
後に重なりが取れて各箇所

つのアルファベットが残った。この消失と
同時に妨害刺激が出現した。標的と回答方

と同様であった。なお，
また知覚負荷の操作として，低負荷条件
では非標的はすべて”o”，高負荷条件で

つの非標的を
の中から無作為に置き換えた。それぞれの
条件はブロック毎に実施した。
全ての実験は 2(高負荷/

顔 or 食べ物画像
要因被験者内デザインとした。実験
では妨害刺激は標的と同時に出現したが，
では先行図形の消失とともに妨害刺

激が出現した。 

視線刺激の数の影響 
実験の被験者は 52

あった。そのうち男性は 18
名であった。平均年齢は
った。全参加者は実験の目的を知らずに参

刺激制御・反応取得はデスク
で行った。刺激は液晶ディスプ

レイに呈示した。視線刺激として，
の男性 7名の画像を用いた

(Thomaz, 2012)。 

で用いた刺激。

名をこの実験とは関係ない被験者に
魅力度評定をさせ，その魅力評価上位
名の女性の画像を用いた。食べ物画像はウ
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1,000 ms) 
応時間であった。
手続き
り課題に取り組んだ。被験者が反応ボタン
を押すと，試行が開始された。まず，画面
の中央に注視点が
た。その後，正面を向いた顔刺激が
ms 呈示された。次いで，仮現運動の生起
を抑制するためのマスク刺激
相情報をランダム化したもの
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と同一であった。
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４．研究成果
(1) 
 妨害刺激条件間における反応時間の差を
比較した。その結果，実験
妨害刺激の主効果が認められた。知覚負荷
の主効果も認められた。なお，交互作用は
認められなかった。
顔固有の注意捕捉は実験
られた。すなわち，実験
条件は妨害刺激無し条件と顔統制条件と比
較して，反応時間が長かった。しかし，実
験 2
物画像と統制画像間では有意差は認められ
なかった。
本研究では，顔が課題と完全に非関連な
事態で，知覚負荷に関わらず注意捕捉する
かを調べた。実験の結果，正立顔は文字弁
別課題との出現・消失の共通性および知覚
負荷の高低に関係なくどの条件よりも文字
弁別を遅延させた
効果が見出された
はそうした顔固有の注意捕捉効果は生じな

あった。 
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かった。したがって，顔画像は観察者や空
間的なの構え，出現・消失の共通性に関わ
らず注意を捕捉する。また，負荷理論に一
致しないことから観察者にとって特別な刺
激であることを示唆している。
 
(2) 視線刺激の数の影響
 ミス率が全体平均
った
49 名の平均値と標準誤差を算出した
3)。 
 本研究で最も重要なのは，視線刺激の数に
応じて，手がかり効果が変化するか検討する
ことであった。そのためにまずは，繰り返し
のある
交互作用は認められなかったものの
144) = 0.63, p = .600)
いて，各
条件と不一致条件間の反応時間差を調べた
(一致条件が不一致条件に比べて有意に速く
なることが視線刺激による注意移動が生じて
いることの証拠である
の検定，有意な手がかり効果が観測されたの
は，SOA200 ms
だけであった
 本研究の結果，視線手がかりの効果は，
視線刺激の数が
ることで消失することが分かった。視線手
がかり刺激が
セットと標的刺激のオンセット間の
短いときに，視線手がかり効果が生じるこ
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